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『南風原平和ガイドの会による南風原を題材にした

戦争紙芝居三部作の語りと講話 』
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●１年３組で「二度目の約束」（南風原陸軍病
院で勤務していた看護婦さんの証言）を読むガ
イドの大城律子さん（字照屋）。「1年生には
難しいと思っていたけど、よく聞いてくれて、
最後に平和の鐘を歌ってくれました。」
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●１年1組と４組で「二度目の約束」を読むガイ
ドの山入端美佐枝（字津嘉山）さん。「低学年で
もよく話しを聴いてくれました。事前学習をして
いたのでしょう、大人の思いつかない質問もあり
こちらが戸惑いました。」と、話していました。
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●２年２組と５組で読んだガイドの仲宗根和美さん
（浦添市）は、「北丘小学校の、低学年は紙芝居・
高学年は講話という、学年に応じた変化ある取り組
みは良いと思います。」と話していました。

●２年３組の金城淳保（字宮城）さんは紙芝居を読
む前に、戦争時の南風原についても話してくださ
り、休み時間には子どもたちに質問ぜめにあってい
ました。

●３年２組と４組で「１３才の別れ」を読んだ吉本皓一
さん（沖縄市）は、昔の紙芝居屋さん風の衣装で話して
くれました。また３年１組と３組では、太田玲子さん
（那覇市）が「１３才の別れ」を読んでくれました。

●６年生では文化センター上地克哉さんによる、戦
前の学校教育の様子のパネルや、実際に使われた爆

●５年生では文化センター平良次子さんが、町内の戦跡
や、南風原が沖縄戦に巻き込まれていく様子、学童疎開

●４年生では南風原町史戦争編執筆者の文化セン
ター金城実倫さんが「南風原の沖縄戦」をテーマに
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あなたも学校の応援団になりませんか？ ボランティア募集中！
　★未来を担う南風原町の子ども達を地域で育てましょう★

南風原町教育委員会

生涯学習文化課

前 学校教育 様子 ネ や、実際 使われた爆
弾の破片を見て、児童に触れる学習をしました。教
師も児童も熱心に聴いていました。

の子どもたちの様子を話しました。子どもたちは身近な
ところに戦跡があることを知り驚いた様子でした。

タ 金城実倫さ 南風原 沖縄戦」をテ
北丘小校区の戦跡や中村キクさんの証言について話
ました。


